
主
催
者
を
代
表
し
名
越
秀
和

委
員
長
は
、
「
春
闘
勝
利
に
向

け
て
、
し
っ
か
り
学
習
し
団
結

し
た
た
か
お
う
」
と
開
会
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
清
水
英
明
事
務

局
長
が
春
闘
の
の
経
過
報
告
と

江
東
区
内
の
情
勢
、
賃
上
げ
な

ど
運
動
方
針
の
報
告
と
提
案
を

行
い
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

東
海
林
智
氏
（
毎
日
新
聞
記

者
、
元
新
聞
労
連
委
員
長
）
が

「
安
倍
政
権
下
で
人
間
ら
し
く

働
く
た
め
に
〜
格
差
の
構
造
と

労
働
組
合
の
役
割
〜
」
と
題
し

て
記
念
講
演
。

東
海
林
氏
は
、
「
今
日
、
残

業
代

ゼ
ロ
と

言
わ

れ
る
Ｗ

Ｅ

（
ホ

ワ

イ

ト

カ

ラ

ー

・

エ

グ

ゼ

ン

プ

シ

ョ

ン

）
を
つ
く
り
、
労

基
法
改
定
を
し
よ
う
と
す
る
労

働
政
策
審
議
会
で
Ｗ
Ｅ
を
含
む

改
定
案
が
報
告
書
と
し
て
提
出

さ
れ
た
。
春
闘
の
た
た
か
い
と

共
に
地
域
と
連
帯
し
た
運
動
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
」

と
強
調
。

安
倍
首
相
は
、
選
挙
中
は
雇

用
が
増
え
、
失
業
率
の
低
下
、

有
効
求
人
倍
率
が
１
倍
を
超
え

た
と
誇
示
し
て
い
た
が
、
選
挙

直
後
の
厚
労
省
発
表
で
は
、
非

正
規
が
２
０
０
０
万
人
を
突
破

し
、
求
人
倍
率
で
増
え
た
の
は

非
正
規
の
増
加
で
、
正
規
が
０
・

６
倍
に
後
退
し
て
い
ま
す
。

安
倍
首
相
の
い
う
「
世
界
で

一
番
企
業
が
活
動
し
や
す
い
国
」

の
具
体
化
で
、
労
働
時
間
規
制

適
用
免
除
制
度
で
、
労
働
時
間

を
規
制
か
ら
除
外
し
長
時
間
労

働
を
認
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
限
定
正
社
員
」
で
、
就
労

職
場
や
職
種
等
を
限
定
し
移
転

等
で
自
由
に
解
雇
。
「
無
限
定

正
社
員
」
は
就
労
地
域
や
職
種
、

労
働
時
間
な
ど
規
制
を
は
ず
し

長
時
間
働
か
そ
う
と
す
る
「
労

働
者
奴
隷
化
」
の
制
度
の
導
入

で
す
。
日
本
郵
便
で
は
限
定
正

社
員
制
度
が
既
に
導
入
さ
れ
て

い
る
と
危
険
な
動
き
に
警
鐘
を

鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

「
労
働
組
合
が
な
け
れ
ば
人

間
ら
し
く
働
け
な
い
」
分
断
を

乗
り
越
え
、
仲
間
を
増
や
し
非

正
規
と
共
に
た
た
か
お
う
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

立
春
を
過
ぎ
て
三
寒
四
温

に
。
北
国
で
は
例
年
に
な

く
豪
雪
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
東
京
で
は
朝
起
き
る

ご
と
に
陽
差
し
が
暖
か
く

な
り
、
確
実
に
春
の
到
来
を
告
げ

て
い
ま
す
▼
先
月
26
日
に
開
会
し

た
通
常
国
会
は
、
総
選
挙
で
当
選

し
た
21
人
を
ふ
く
め
32
人
に
躍
進

し
た
日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
が
、

衆
参
で
の
議
案
提
案
権
を
行
使
し

て
安
倍
政
権
の
暴
政
に
立
ち
向
か

う
初
舞
台
で
す
▼
衆
院
で
は
、
20

年
間
政
治
腐
敗
と
政
党
の
堕
落
・

劣
化
の
元
手
だ
っ
た
政
党
助
成
金

制
度
廃
止
法
案
の
提
出
を
は
じ
め
、

過
激
武
装
集
団
に
よ
る
日
本
人
人

質
事
件
へ
の
政
府
の
対
応
の
検
証
、

辺
野
古
の
海
埋
め
た
て
反
対
の
島

民
へ
の
弾
圧
の
糾
弾
、
参
院
で
も

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
現
場
の
実
態
告

発
等
々
、
論
戦
で
の
胸
の
す
く
党

議
員
の
活
躍
に
躍
進
し
た
力
が
実

感
さ
れ
ま
し
た
▼
そ
れ
に
く
ら
べ

て
、
選
挙
中
に
は
お
く
び
に
も
出

さ
な
か
っ
た
「
暴
走
メ
ニ
ュ
ー
」

を
な
ら
べ
た
安
倍
首
相
の
施
政
方

針
演
説
は
、
具
体
的
な
内
容
の
な

い
「
改
革
」
を
38
回
も
く
り
返
し
、

野
中
広
務
氏
が
「
昭
和
の
東
条
首

相
」
に
な
ぞ
ら
れ
た
よ
う
に
強
圧

的
な
も
の
で
し
た
。
日
本
の
未
来

を
託
す
こ
と
が
で
き
な
い
政
権
で

あ
る
こ
と
が
一
層
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
▼
江
東
区
で
は
19
日
か

ら
の
区
議
会
で
、
８
期
32
年
務
め

た
斉
藤
信
行
区
議
が
最
後
の
本
会

議
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
そ
し
て

舌
鋒
鋭
く
安
倍
政
権
の
社
会
保
障

切
り
捨
て
と
消
費
税
増
税
や
「
戦

争
す
る
国
」
づ
く
り
を
た
だ
し
、

悪
政
か
ら
区
民
を
守
る
地
方
自
治

の
本
旨
に
も
と
づ
く
区
政
へ
の
転

換
を
追
求
し
ま
し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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２

月

13
日

、

江

東

区

労

働

組

合

総

連

合

の

呼

び

か

け

で

「

15
国

民

春

闘

共

闘

委

員

会

結

成

集

会

・

学

習

会

」

が

開

か

れ

ま

し

た

。

集

会

に

は

、

14
団

体

42
名

の

個

人

・

団

体

代

表

が

参

加

し

ま

し

た

。

公

共

一

般
江

東

支

部

、

自

交

総

連
日

の

丸

労

組

、

東

京

医

労
癌

研

究

労

組

、

郵

政

ユ

ニ

オ

ン

新

東

京

支

部

が

、

春

闘

に

向

け

て

の

活

動

報

告

と

決

意

表

明

を

し

ま

し

た

。

２
月
19
日
に
始
ま
っ
た
区
議
会

第
１
回
定
例
会
で
は
、
本
会
議
質

問
に
今
期
で
勇
退
を
決
め
て
い
る

日
本
共
産
党
区
議
団
の
斉
藤
信
行

議
員
が
立
ち
、
堂
々
の
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

斉
藤
議
員
は
政
府
が
進
め
る

「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
」

「
消
費
税
増
税
」
「
労
働
法
制
の

改
悪
」
な
ど
に
つ
い
て
山
崎
区
長

が
こ
れ
ら
を
容
認
し
、
む
し
ろ
積

極
的
に
推
進
す
る
立
場
で
あ
る
こ

と
を
批
判
。
区
民
生
活
と
平
和
を

守
る
立
場
で
政
府
に
も
の
を
言
う

首
長
の
役
割
を
求
め
ま
し
た
。

区
の
予
算
案
で
は
、
区
議
団
が

求
め
て
き
た
保
育
園
増
設
、
商
店

街
支
援
や
マ
ン
シ
ョ
ン
耐
震
化
の

補
助
金
増
額
な
ど
一
定
の
前
進
は

あ
る
も
の
の
、
保
育
園
給
食
や
学

校
警
備
、
出
張
所
窓
口
な
ど
の
民

間
委
託
を
す
す
め
、
自
治
体
の
役

割
を
投
げ
捨
て
よ
う
と
し
て
い
る

と
し
て
、
際
限
の
な
い
民
間
委
託

の
中
止
を
も
と
め
、
９
０
０
億
円

を
超
え
て
溜
め
込
ま
れ
よ
う
と
し

て
い
る
基
金
を
活
用
し
、
国
保
・

介
護
保
険
料
引
き
下
げ
、
保
育
料

引
き
下
げ
、
子
ど
も
医
療
費
助
成

の
対
象
拡
大
、
区
内
中
小
企
業
支

援
予
算
の
充
実
、
平
和
都
市
宣
言

に
基
づ
く
事
業
の
充
実
な
ど
を
求

め
ま
し
た
。

今
年
行
わ
れ
る
中
学
校
の
「
歴

史
」
「
公
民
」
教
科
書
の
選
択
が

対
決
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
回
議
会
で
は
自
民
党
議
員
な

ど
か
ら
「
従
軍
慰
安
婦
問
題
を
教

え
る
歴
史
は
間
違
っ
て
い
た
」
な

ど
と
し
て
「
正
し
い
歴
史
を
教
え

る
教
科
書
選
択
を
」
な
ど
の
質
問

が
出
さ
れ
、
同
趣
旨
の
陳
情
も
出

て
い
ま
す
。

斉
藤
議
員
は
「
従
軍
慰
安
婦
は

事
実
と
し
て
確
定
し
て
い
る
」
と
、

い
く
つ
も
の
検
証
事
実
を
示
し
て

明
ら
か
に
し
、
教
科
書
選
択
は
教

育
現
場
の
声
を
尊
重
し
、
憲
法
に

基
づ
い
て
正
し
い
歴
史
を
教
え
る

も
の
と
す
る
よ
う
教
育
委
員
会
の

見
解
を
求
め
ま
し
た
。

斉
藤
議
員
は
質
問
の
最
後
に
今

期
で
の
引
退
を
表
明
し
、
議
員
活

動
を
支
え
て
く
れ
た
方
々
へ
の
感

謝
と
今
後
も
共
産
党
員
と
し
て
社

会
の
変
革
に
立
ち
向
か
う
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

答
弁
で
は
こ
と
ご
と
く
区
民
の

願
い
を
省
み
な
い
姿
勢
の
山
﨑
区

長
で
す
が
「
最
後
ま
で
変
わ
ら
な

い
姿
勢
を
貫
い
て
こ
ら
れ
た
こ
と

に
敬
意
を
表
す
る
。
お
疲
れ
様
で

し
た
」
と
の
主
旨
の
発
言
で
応
え

ま
し
た
。

《
第
１
回
定
例
会
》

斎
藤
信
行
議
員
が
最
後
の
代
表
質
問

46
回
を
迎
え
る
「
３
・
13
重
税

反
対
区
民
集
会
」
の
成
功
を
め
ざ

し
２
月
17
日
「
学
習
決
起
集
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
習
会
で

は
、
浦
野
弘
明
氏
（
税
理
士
）
が

記
念
講
演
し
ま
し
た
。

浦
野
氏
は
講
演
の
中
で
、
憲
法

が
応
能
負
担
を
原
則
と
し
、
平
和

と
福
祉
の
た
め
の
税
金
で
あ
る
こ

と
を
示
し
た
税
制
の
基
本
を
解
明

し
た
上
で
、
安
倍
政
権
が
逆
進
性

の
高
い
消
費
税
増
税
で
、
庶
民
や

小
企
業
か
ら
金
を
吸
い
上
げ
て
大

企
業
に
注
入
し
て
い
く
不
当
性
を

厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

安
倍
暴
走
政
権
に

ス
ト
ッ
プ
を

憲
法
に
基
づ
き
事
実
を
正
し

く
伝
え
る
教
科
書
を

「お
疲
れ
様
で
し
た
」

重
税
反

対
江

東
区
民

集
会
の

成
功
へ

生
活
と
平
和
を
守
る
予
算
に

江
東
税
制
民
主
化
協
議
会



け
、
核
の
な
い
平
和
な
暮
ら
し
を

求
め
る
活
動
に
取
り
組
も
う
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

全
体
会
で
は
、
飯
田
美
弥
子
弁

護
士
を
招
き
「
歴
史
に
学
び
、
未

来
を
志
向
す
る
日
本
国
憲
法
」
と

題
し
て
記
念
講
演
。

飯
田
弁
護
士
は
、
地
元
八
王
子

市
で
開
か
れ
た
学
習
会
で
、
日
本

国
憲
法
を
楽
し
く
学
ぼ
う
と
落
語

調
の
「
憲
法
噺
」
を
考
え
、
現
在

は
「
八
法
亭
み
や
や
っ
こ
」
の
名

で
全
国
を
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

み
や
や
っ
こ
さ
ん
は
、
憲
法
の

歴
史
に
ふ
れ
、
日
本
国
憲
法
が
誕

生
し
て
初
め
て
「
立
憲
主
義
」
の

憲
法
が
で
き
た
。
立
憲
主
義
は
、

権
力
を
縛
り
、
国
民
の
人
権
を
保

障
し
権
利
・
自
由
を
擁
護
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
国
民
主
権
と
権
力

を
分
立
さ
せ
三
権
分
立
を
宣
言
し

た
と
解
説
。
日
本
国
憲
法
が
で
き

初
め
て
法
の
下
で
の
男
女
平
等
、

普
通
選
挙
が
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
自
民
党
の
改
憲
案
は
、

「
私
た
ち
の
く
ら
し
が
こ
ん
な

に
苦
し
い
の
に
、
消
費
税
を
上
げ
、

収
入
を
減
ら
し
、
福
祉
を
削
る
。

憲
法
で
『
二
度
と
戦
争
し
な
い
』

と
決
め
て
い
る
の
に
『
戦
争
で
き

る
国
』
に
変
え
よ
う
と
す
る
。
沖

縄
県
民
が
島
ぐ
る
み
で
反
対
し
て

い
る
の
に
辺
野
古
の
基
地
建
設
を

強
行
す
る
。
ど
う
見
て
も
異
常
だ

と
思
い
ま
せ
ん
か
」
と
の
問
い
か

け
か
ら
始
ま
っ
た
学
習
会
。

こ
の
お
お
も
と
に
は
第
二
次
世

界
大
戦
後
に
つ
く
ら
れ
た
「
ア
メ

リ
カ
い
い
な
り
」
が
背
景
に
あ
り

ま
す
。

日
本
の
大
企
業
・
財
界
は
ア
メ

リ
カ
の
支
配
を
受
け
い
れ
、
政
治

も
「
大
企
業
の
利
益
を
い
か
に
大

き
く
す
る
か
」
を
最
大
の
動
機
・

目
的
に
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

石
井
さ
ん
は
「
綱
領
は
私
た
ち

が
日
本
や
世
界
の
現
状
を
見
た
り

す
る
う
え
で
も
大
き
な
手
引
き
に

な
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
を
多

く
の
国
民
の
皆
さ
ん
に
共
有
し
て

い
た
だ
き
日
本
共
産
党
と
と
も
に

日
本
を
変
え
よ
う
で
は
な
い
か
と

い
う
共
同
を
す
す
め
る
た
め
に
大

き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
日
本
の
現

状
と
か
み
あ
っ
て
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

全
生
連
は
昨
年
、
創
立
60
年
を

迎
え
、
生
存
権
を
守
る
た
た
か
い

の
中
で
、
白
内
障
手
術
の
保
険
適

用
な
ど
多
く
の
実
績
を
積
み
上
げ

て
き
ま
し
た
。

佐
藤
巌
会
長
は
「
忘
れ
て
な
ら

な
い
の
は
、
共
産
党
議
員
団
が
要

求
実
現
に
向
け
て
協
力
し
て
く
れ

た
こ
と
。
昨
年
末
の
総
選
挙
で
共

産
党
が
躍
進
し
た
こ
と
は
、
私
た

ち
に
と
っ
て
、
明
る
い
展
望
が
開

け
た
と
心
か
ら
の
喜
び
で
す
。
今

年
は
、
4
月
に
江
東
区
長
・
区
議

会
議
員
の
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
選
挙
で
も
私
た
ち
は
大
い
に
力

を
発
揮
し
勝
利
し
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ う と う 民 報 ２０１５年 ２月号 №１２４ －２－

概説

紡績工は12時間労働の昼夜交代制で働か

されました。1899(明治32)年、男工は日給

24銭、女工14銭で、食費８銭が引かれまし

た。女工の約半数は１年たらずで結核など

の病気でやめさせられました。東京紡績の

女工1843人のうち14歳未満1276人で、949

人は寄宿舎に閉じこめられます。

労働者は、この奴隷のような労働条件改

善のために労働組合をつくり、たたかいに

立ちあがります。日本で初めて労働組合の

結成を呼びかけたのは、米国で労働運動を

経験した高野房太郎や片山潜です。1897

(明治30)年、「職工諸君に寄す」を出し

「労働組合期成会」を結成、機関紙「労働

世界」を発行します。

同年12月には、本所、深川の労働者が鉄

工組合を組織しました。東京紡績、平岡工

場（汽車会社の前身）、本所の中島鉄工所

等で第６支部をつくり、竪川の際に事務所

をおきました。翌年、石川島造船所の小沢

弁蔵らが鉄工組合の支部を結成。また東京

印刷深川工場の活版工らが「活版工同志懇

話会」を結成し、東京の活版工組合に発展

していきました。

政府は、1900(明治33)年、労働組合結成

を禁止する「治安警察法」を制定しますが、

資本家や地主の代表が議会を占める選挙制

度を改め、労働者にも選挙権を認めよと、

「普通選挙期成同盟｣が結成されていきま

す。

東京の普選運動の中心になったのは、深

川区理髪業組合でした。佐賀の組合取締高

橋徳蔵、富岡門前町の副取締池田清次郎ら

は、1900年２月、深川公園内の茶屋で総会

をひらき、普選期成同盟に加盟。翌年10月

24日、永代橋際の永代亭で講演会を開催し

ます。大井憲太郎、片山潜、幸徳秋水、木

下尚江が弁士でした。「労働世界｣は深川

理髪業組合を「東京市中最も進歩したる組

合」と評価します。

労働組合結成や普選運動でも、深川の労
働者は先駆的な運動を展開したのでした。

労

働

組

合

期

成

会
事

務

所

（42）

「労働組合の結成と
普通選挙法運動」

２
月
11
日
、
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
「
２
０
１
５
年
江

東
母
親
大
会
」
。
午
前
中
に
は
全
体
会
が
、
午
後
は
、
三
つ
の
分
科

会
が
開
か
れ
学
習
と
交
流
が
さ
れ
ま
し
た
。

行
事
日
程

〇
３
月
１
日
（
日
）
13
時
〜

『
ひ
な
ま
つ
り
行
動
』
（
沖

縄
支
援
）
亀
戸
梅
屋
敷
前
、

新
婦
人
江
東
支
部

〇
３
月
６
日
（
金
）
18
時
半
〜

『
江
東
革
新
懇
総
会
』

総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
（
第
５

会
議
室
）

〇
３
月
８
日
（
日
）
13
時
開
場

『
東
京
大
空
襲
を
語
り
継
ぐ

つ
ど
い
』

江
東
区
文
化
セ

ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

〇
３
月
10
日
（
火
）
10
時
〜

『
戦
跡
め
ぐ
り
』

清
澄
白

河
駅
前
集
合
、
年
金
者
組
合

〇
３
月
10
日
（
火
）
18
時
半
〜

『
東
京
空
襲
語
り
継
ぐ
集
会
』

（
申
込
み
制
）
テ
ィ
ア
ラ
こ

う
と
う
、
主
催
・
江
東
区

○
３
月
13
日
（
金
）
13
時
半
〜

『
重
税
反
対
統
一
行
動
』

総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
・
レ
ク

ホ
ー
ル

〇
３
月
24
日
（
火
）
18
時
半
〜

『
江
東
社
会
保
障
推
進
協
議

会
総
会
』

東
京
土
建
江
東

支
部
会
館

1
月
31
日
、
江
東
青
年
日
本
共
産
党
後
援
会
・
日
本
民
主
青

年
同
盟
江
東
地
域
協
議
会
の
共
催
で
日
本
共
産
党
東
京
都
委
員

会
の
石
井
耕
太
さ
ん
を
講
師
に
「
党
綱
領
に
つ
い
て
」
の
学
習

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

青
年
講
座
「
日
本
共
産
党
綱
領
学
習
会
」

話をする石井耕太さん

江
東
生
活
と
健
康
を
守
る
会

2.8

主
催
者
を
代
表
し
挨
拶
に
立
っ

た
伊
原
静
江
さ
ん
は
、
安
倍
内

閣
が
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容

認
す
る
閣
議
決
定
の
強
行
を
は

じ
め
、
自
衛
隊
法
や
周
辺
事
態

法
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
な
ど
の
改
定
を
、

５
月
の
通
常
国
会
で
成
立
さ
せ

よ
う
と
す
る
動
き
を
厳
し
く
批

判
。
ま
た
民
意
を
無
視
し
た
沖

縄
・
辺
野
古
新
基
地
建
設
工
事

の
強
行
と
沖
縄
振
興
費
の
削
減
、

原
発
再
稼
働
の
動
き
な
ど
も
批

判
し
ま
し
た
。

今
年
４
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不

拡
散
条
約
）
再
検
討
会
議
に
む

立
憲
主
義
の
立
場
を
否
定
し
、

平
和
主
義
を
放
棄
し
て
い
る
と

指
摘
。

東

日

本

大

震

災
を

利

用

し

「
緊
急
事
態
法
」
を
新
た
に
創

設
し
て
、
緊
急
時
に
国
民
の
権

利
や
財
産
権
を
制
限
し
よ
う
と

し
て
い
る
と
批
判
し
ま
し
た
。

み
や
や
っ
こ
さ
ん
は
「
麻
生

副
総
理
は
『
（
ナ
チ
ス
の
）
あ

の
手
口
、
学
ん
だ
ら
ど
う
か
』

と
ま
で
言
い
、
改
憲
を
強
引
に

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ

を
阻
止
す
る
た
め
に
は
、
運
動

が
不
可
欠
。
『
国
民
が
国
の
主

人
公
』
だ
と
い
う
自
覚
を
私
た

ち
自
身
が
し
っ
か
り
持
と
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

挨拶をする
佐藤巌会長

講演をする
八法亭みややっこさん
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